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愛知から
広 が る

困難さと声を発信
理解と共感で
実現めざして

東
海
地
本

　毎日新聞が２月18・19日に実施した世論調
査で、性的少数者の人権について、「守られ
ていると思う」は15％にとどまり、「守られ
ているとは思わない」の65％を大きく下回っ
た。同性婚を法的に認めることについては、

「賛成」54％、「反対」26％、「わからない」
20％となった。「賛成」は若い世代ほど多
く、18～29歳で約８割、30代と40代で約７
割、50代でも６割近くを占めた。政治の決断
による制度改正が必要だ。

性的少数者の人権「守られている」は15％のみ

　

保
育
士
に
よ
る

虐
待
が
相
次
い
で

報
道
さ
れ
、「
不
適

切
保
育
」
と
い
う

単
語
を
目
に
す
る

こ
と
が
増
え
た
。

組
合
員
か
ら
は
「
コ
ロ
ナ
禍
で

も
震
災
の
時
で
も
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
と
が
ん
ば
っ
て
き
た

保
育
士
が
多
い
の
に
、
問
題
ば

か
り
注
目
さ
れ
て
い
る
」「
周

り
の
目
が
気
に
な
っ
て
し
ま

い
、
自
分
の
保
育
に
自
信
が
な

く
な
っ
た
」
な
ど
、
悲
痛
な
声

が
聞
こ
え
て
く
る
。
福
祉
保
育

労
で
は
、
配
置
基
準
や
処
遇
の

改
善
の
問
題
を
長
年
訴
え
続
け

て
、
昨
年
２
月
に
よ
う
や
く

「
９
千
円
賃
上
げ
」
と
い
う
前

進
を
勝
ち
取
っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
算
定
対
象
は
限
定
的
で
、

調
理
や
事
務
な
ど
支
給
対
象
外

に
な
っ
て
い
る
職
員
も
少
な
く

な
い
。
配
置
基
準
な
ど
の
根
本

的
な
改
善
に
つ
い
て
、
国
は
い

ま
だ
に
重
い
腰
を
上
げ
よ
う
と

し
な
い
。
労
働
環
境
が
変
わ
ら

な
け
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
に
真

に
寄
り
添
い
続
け
る
適
切
な
保

育
な
ど
不
可
能
だ
。
注
目
を
浴

び
て
い
る
今
こ
そ
、
一
人
ひ
と

り
が
思
い
を
言
葉
に
し
て
、

「
変
え
た
い
」
と
立
ち
上
が
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
労

働
組
合
の
魅
力
が
光
る
春
闘

を
、
み
ん
な
で
つ
く
り
上
げ
よ

う
。 

（
柴
田
）

高宮信一･作

「
世
界
子
ど
も
の
日
み
ん
な
の
願
い
を
届
け
る
パ
レ
ー
ド
」
に

参
加
し
た
組
合
員
（
２
０
２
２
年
11
月
20
日
・
名
古
屋
市
内
）

月
に
あ
る
統
一
地
方
選
挙
を

ピ
ー
ク
と
し
て
、
街
頭
ア
ピ

ー
ル
行
動
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
世
論

を
広
げ
な
が
ら
、
配
置
基
準

問
題
を
選
挙
や
議
会
で
の
争

点
に
押
し
上
げ
る
こ
と
を
意

識
し
て
き
ま
し
た
。

分
断
で
は
な
く

分
断
で
は
な
く

権
利
の
保
障
へ

権
利
の
保
障
へ

全
国
の
運
動
に

全
国
の
運
動
に

　

昨
年
12
月
の
東
海
地
本
保

育
協
議
会
と
名
古
屋
市
保
育

担
当
課
と
の
懇
談
は
、
現
場

の
実
践
で
日
々
大
切
に
し
て

い
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら

う
、
共
有
す
る
場
と
し
て
位

置
づ
け
ま
し
た
。

　

多
く
の
分
会
の
組
合
員
か

ら
「
こ
の
場
に
も
う
１
人
い

た
ら
…
」
と
感
じ
る
場
面
が

具
体
的
に
語
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
間
に
も
、
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
事
故
や
事
件
が
起
こ

り
ま
し
た
。
不
十
分
な
配
置

基
準
に
一
気
に
注
目
が
集
ま

っ
た
一
方
で
、
保
護
者
の
不

安
を
煽
（
あ
お
）
り
、
職
員

と
の
分
断
を
招
く
よ
う
な
報

道
も
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
お
こ
な

っ
た
街
頭
ア
ピ
ー
ル
行
動
で

の
、
保
護
者
の
「
長
年
保
育

士
さ
ん
の
ギ
リ
ギ
リ
の
が
ん

ば
り
で
こ
の
国
の
保
育
が
支

え
ら
れ
て
き
た
」
と
い
う
ス

ピ
ー
チ
を
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ

に
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
そ
の

動
画
に
「
あ
り
が
と
う
」

「
報
わ
れ
た
気
が
す
る
」
と

い
う
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
多
く
の
保
護
者
が

保
育
現
場
の
ギ
リ
ギ
リ
の
が

ん
ば
り
を
知
っ
て
い
る
こ
と

が
、
現
在
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
ア
ッ

プ
し
続
け
て
い
る
、
寄
せ
ら

れ
た
「
声
」
か
ら
も
わ
か
り

ま
す
。

　

山
が
動
き
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
国
は
い
ま
だ
必
要
な
財

源
を
確
保
し
て
い
ま
せ
ん
。

自
分
た
ち
の
人
権
も
利
用
者

・
子
ど
も
の
人
権
も
守
る
労

働
組
合
だ
か
ら
こ
そ
言
え

る
、「
こ
ん
な
生
活
が
し
た

い
」「
こ
ん
な
保
育
実
践
が

し
た
い
」
を
大
切
に
、
さ
ら

に
全
国
の
仲
間
と
配
置
基
準

改
善
に
む
け
た
運
動
を
す
す

め
て
い
き
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
で
き

る
保
育
を
当
た
り
前
に
し
た

い
と
始
ま
っ
た
の
が
「
子
ど

も
た
ち
に
も
う
１
人
保
育
士

を
！
」
で
す
。
東
海
地
本
と

し
て
は
、「
現
場
の
切
実
な

声
を
し
っ
か
り
発
信
し
た

い
」
と
い
う
思
い
で
、
愛
知

県
内
の
公
立
保
育
園
の
労
働

組
合
、
経
営
者
、
保
護
者
と

と
も
に
と
り
く
み
を
す
す
め

て
い
ま
す
。

　

昨
年
２
月
の
実
行
委
員
会

発
足
後
、
す
ぐ
に
愛
知
県
を

中
心
に
と
り
く
ん
だ
保
育
者

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
現
場
が

抱
え
て
い
る
困
難
さ
を
可
視

化
し
て
、
記
者
会
見
等
で
発

信
し
ま
し
た
。
実
行
委
員
会

を
毎
月
開
催
し
、
大
き
な

「
と
り
く
み
」
の
共
有
だ
け

で
な
く
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
身
近
に
引
き
つ
け
た
意

見
交
流
も
お
こ
な
っ
て
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
参
議
院
選

挙
、
愛
知
県
知
事
選
挙
、
４

か
、
改
め
て
実
感
し
た
の
で

す
。力

を
あ
わ
せ
て

力
を
あ
わ
せ
て

声
を
集
め
て

声
を
集
め
て

ア
ピ
ー
ル
広
げ
て

ア
ピ
ー
ル
広
げ
て

　

あ
の
時
の
よ
う
な
、
真
に

取
れ
る
」
な
ど
の
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
自
治
体
交
渉

な
ど
で
職
員
配
置
基
準
の
改

善
を
求
め
て
き
て
い
ま
し
た

が
、
い
か
に
自
分
た
ち
が
ギ

リ
ギ
リ
で
保
育
し
て
き
た

っ
た
こ
と
で
、
今
ま
で
に
な

い
「
ゆ
と
り
の
あ
る
保
育
」

を
経
験
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
組
合
員
か
ら
は
「
こ

ん
な
に
子
ど
も
一
人
ひ
と
り

の
声
を
聴
け
る
の
か
」「
保

育
室
を
離
れ
て
事
務
時
間
が

コ
ロ
ナ
で
登
園
自
粛

コ
ロ
ナ
で
登
園
自
粛

ゆ
と
り
を
実
感

ゆ
と
り
を
実
感

今
の
基
準
は
不
十
分

今
の
基
準
は
不
十
分

　

３
年
前
の
コ
ロ
ナ
禍
の
緊

急
事
態
宣
言
発
出
時
に
、
子

ど
も
の
登
園
数
が
格
段
に
減

子
ど
も
た
ち
に

子
ど
も
た
ち
に

も
う
１
人
保
育
士
を
！

も
う
１
人
保
育
士
を
！

　福祉保育労東海地本も参加している愛知発の「子どもたちにもう
１人保育士を！」の運動が広がり、注目を集めています。テレビや
新聞などの報道が相次いでいるほか、７人の新聞記者の共著で『子
どもたちにせめてもう１人保育士を』（ひとなる書房）も出版され
ました。この運動のきっかけと経過、特徴について、特集します。

名
古
屋
市
と
の
懇
談
で
提
出
し
た

保
育
園
分
会
の
資
料
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黙
っ
て
ら
れ
な
い
！　

福
祉
職
員

黙
っ
て
ら
れ
な
い
！　

福
祉
職
員

賃
上
げ
・
増
員
ア
ク
シ
ョ
ン

賃
上
げ
・
増
員
ア
ク
シ
ョ
ン

【群馬】おひさま倉賀野保育園分会、距離をとりながら職場集会を開催
（2022年３月10日）

福祉職場の実態と要求を福祉職場の実態と要求を
広くアピールしていこう！広くアピールしていこう！

【
兵
庫
】
ポ
ッ
ポ
保
育
園
分
会
、
昨
年
の

統
一
行
動
で
（
２
０
２
２
年
３
月
10
日
）

団体交渉の拒否な団体交渉の拒否な
ど、組合（員）へど、組合（員）へ
の嫌がらせは禁止の嫌がらせは禁止
されてるんだね！されてるんだね！

　労働組合法第７条で、使用者
の労働組合や労働者に対する嫌
がらせを不当労働行為として禁
止しています。労働者が組合員
であることや加入・結成、活動
にかかわることを理由に、解雇
や不利益な取り扱いをすること
はできません。団体交渉を正当
な理由なく拒否することや、形
式的にだけ応じる不誠実団交も
禁じられています。結成や運営

に対する支配や介入もできませ
ん。これらがおこなわれた場合
は抗議して謝罪と撤回を求め、
応じない場合は労働委員会に救
済を申し立てます。審査を経て
救済命令が出されれば、法人は
命令に応じる義務と責任を負う
ことになります。

3 不当労働行為

　

福
祉
保
育
労
は
、
３
月

９
日
に
「
黙
っ
て
ら
れ
な

い
！
３
・
９
福
祉
職
員
賃

上
げ
・
増
員
ア
ク
シ
ョ

ン
」
を
、
各
地
で
ス
ト
ラ

イ
キ
を
構
え
た
統
一
行
動

と
し
て
よ
び
か
け
て
い

る
。
全
労
連
に
加
盟
す
る

す
べ
て
の
労
働
組
合
も
と

も
に
立
ち
上
が
る
。

　

世
界
で
も
、
昨
年
か
ら

今
年
に
か
け
て
労
働
者
と

国
民
の
権
利
を
守
る
た
た

か
い
が
起
こ
っ
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
看
護

師
が
「
よ
り
良
い
ケ
ア
へ

増
員
・
賃
上
げ
を
」、
フ

ラ
ン
ス
で
は
「
年
金
改
悪

反
対
」、
イ
ギ
リ
ス
で
は

鉄
道
や
郵
便
系
労
組
が

「
富
裕
層
減
税
の
撤

回
」、
ド
イ
ツ
で
は
金
属

系
労
組
が
「
物
価
高
を
補

う
賃
上
げ
」、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
は
「
ア
ッ
プ
ル

社
に
実
質
賃
金
の
引
き
上

げ
」
を
求
め
て
い
る
。
各

地
で
デ
モ
や
集
会
を
展
開

し
、
ス
ト
ラ
イ
キ
も
決
行

し
て
、
多
く
の
国
民
、
労

働
者
に
共
感
を
広
げ
て
、

声
を
上
げ
続
け
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
と
な
っ
て
３

年
が
過
ぎ
た
が
、
福
祉
労

働
者
の
緊
張
感
と
負
担
感

は
ぬ
ぐ
え
ず
、
心
身
と
も

に
限
界
に
き
て
い
る
。
福

祉
職
員
が
大
量
に
辞
め
て

い
く
状
況
を
変
え
る
必
要

が
あ
る
。
福
祉
水
準
に
も

影
響
す
る
大
き
な
課
題

で
、
危
機
的
な
状
況
と
言

え
る
。
ま
た
、
福
祉
職
場

を
め
ぐ
る
事
件
や
事
故
が

相
次
ぎ
、
そ
の
報
道
と
批

判
も
続
い
て
い
る
。

　

厳
し
い
賃
金
・
労
働
条

件
の
も
と
で
が
ん
ば
っ
て

い
る
福
祉
労
働
者
を
も
っ

と
支
え
る
必
要
が
あ
る
と

い
う
エ
ー
ル
も
広
が
っ
て

い
る
。
福
祉
労
働
者
の
処

遇
改
善
は
、
経
営
者
や
利

用
者
・
家
族
を
含
む
国
民

全
体
の
要
求
と
言
え
る
。

　

福
祉
保
育
労
は
統
一
要

求
で
、「
月
額
４
・
８
万

円
、
時
間
額
３
０
０
円
以

上
の
賃
上
げ
」「
す
べ
て

の
福
祉
職
員
に
時
間
額
１

５
０
０
円
以
上
を
」「
福

祉
職
員
の
大
幅
な
増
員

を
」
な
ど
を
掲
げ
て
い

る
。
春
闘
を
た
た
か
い
、

３
月
９
日
に
は
ス
ト
ラ
イ

キ
の
行
使
を
含
め
て
、
昨

年
を
上
回
る
全
国
の
な
か

ま
が
立
ち
上
が
り
、
職
場

や
地
域
で
私
た
ち
の
意
思

表
示
を
す
る
力
強
い
大
運

動
を
巻
き
起
こ
そ
う
。

全
国
の
な
か
ま
が
立
ち
上
が
り

　
　

３
月
９
日
に
声
を
大
き
く
あ
げ
よ
う

●８日（水）　 回答指定日
　※この日までに回答を引き出そう！
●９日（木）　 黙ってられない！3.9福祉職員賃上げ・増員ア

クション 
18時～19時　同アクション報告決起集会 
（オンライン）

　※ 賃上げ・増員を求めて立ち上がる福祉保育労の春闘統一
行動日です！

３月

●16日（日）　 第２回全国組織担当者会議（予定）
４月

コロナ禍３年 学んで交流！

春闘労働学校

　「１万円あったら何食べた
い？」を全員が答え、緊張がほ
ぐれたところで本題に。Zoom
機能を使用し、やりがい、スト
レスなどの「リアル要求アンケート」投票の後、グループ交
流。思いを春闘方針とつなげて学習し、知らせたい「労働組
合珍プレー好プレー」を紹介。参考になる実践も執行委員が
報告するなど、ヒントが詰まった学習交流となりました。

北海道地本 労働学校
１月28日１月28日

　「起こそう！会議革命」をテ
ーマに、心理的安全性を学んで
グループで深める企画に、５県
16人が参加しました。なぜ会議
は沈黙するのか、どう変えていくのかの講義と交流を踏まえ
て、「日ごろ感じていることが講義で話され、自分だけが思
っているのではなかったと確認できてスッキリした」「少人
数で話しやすかった」などの感想が寄せられました。

東北地協 労働学校
12月18日12月18日

関東甲信越地協 労働学校

　23春闘方針を学び、「最低賃金」「変
形労働制」「定年制と定年延長」の３
つのテーマのミニ学習で深めました。
後半は５～６人のグループに分かれて
交流。変形労働制を実際になくしてき
た職場の報告も、参考になりました。
非正規の人も含めた要求づくりや、組
織拡大の難しさなどの悩みも出しあい
ました。９都県44人が参加しました。

１月29日１月29日

　共通のテーマは「組合員の要
求に基づいた活動とは何か、そ
の活動を組織拡大と一体にどの
ように作っていくか」。要求討
議や活動の仕方の講義の後、小グループで意見交換をしまし
た。分会での組合員の声を集める工夫や、掲示板・ニュース
などの活動の伝え方など、有意義に交流できました。４日の
滋賀会場は18人、13日の北陸会場は17人が参加しました。

福井・石川・滋賀地協
労働学校 ２月４・13日２月４・13日

　オンラインで35人が参加しま
した。「福祉労働者にとって憲
法とは」をテーマに岡山県労働
者学習協会の長久啓太さんが講
演されました。「学校教育では、労働者の権利を学ぶ機会はな
い。労働組合は人権学習と要求実現の成功体験を積み上げて
ほしい」と語られました。交流では、「組合員が当事者として
運動できるようがんばりたい」などの感想が出されました。

中四国地協 労働学校
２月19日２月19日

　11月に開催した心理的安全性
の学習交流企画をさらに深める
内容で、20人が参加しました。
リーダーからの自己開示や話し
てもらう実践を積み重ねることが強調されました。支部や分
会、職場の会議を変えつつある事例報告も受け、４人前後の
グループで深めました。「名前でよびかけ、小さなことでも
感謝を伝えていきたい」などの感想が出されました。

九州地協 労働学校
１月29日１月29日

行
使
す
る
か
ど
う
か
の
判
断

を
お
こ
な
い
ま
す
。

福
祉
職
員
の
要
求
を

福
祉
職
員
の
要
求
を

マ
ス
コ
ミ
通
じ
て

マ
ス
コ
ミ
通
じ
て

広
く
ア
ピ
ー
ル

広
く
ア
ピ
ー
ル

　

９
日
の
統
一
行
動
日
を
前

に
、
記
者
会
見
も
実
施
し
ま

す
。
大
幅
な
賃
上
げ
・
増
員

を
求
め
る
背
景
と
２
日
の
中

央
行
動
で
の
政
府
の
回
答
、

ス
ト
を
構
え
た
統
一
行
動
を

配
置
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え

て
、
マ
ス
コ
ミ
に
取
材
・
報

道
を
要
請
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
流
れ
を
踏
ま

え
て
、
９
日
の
統
一
行
動
日

を
迎
え
ま
す
。

ス
ト
ラ
イ
キ
権
を
背
景
に
し

て
、
３
月
２
日
の
中
央
行
動

で
厚
生
労
働
省
等
と
交
渉

（
陳
情
・
要
請
）
を
お
こ
な

い
ま
す
。
事
前
に
提
出
し
た

「
福
祉
労
働
者
の
賃
上
げ
・

増
員
を
求
め
る
要
請
書
」
と

「
５
類
移
行
に
伴
っ
て
コ
ロ

ナ
対
策
の
継
続
・
拡
充
を
求

め
る
要
請
書
」
を
も
と
に
、

政
府
交
渉
で
実
現
を
迫
り
ま

す
。
参
加
者
が
現
場
実
態
や

生
活
実
感
を
伝
え
て
、
賃
上

げ
・
増
員
、
コ
ロ
ナ
対
策
の

継
続
・
拡
充
の
必
要
性
を
訴

え
ま
す
。

　

交
渉
で
の
賃
上
げ
・
増
員

に
か
か
わ
る
回
答
を
踏
ま
え

て
、
地
方
組
織
で
確
立
し
て

い
る
ス
ト
権
を
い
っ
せ
い
に

「
防
衛
費
５
年
で
倍
増
」

「
防
衛
費
５
年
で
倍
増
」

そ
の
予
算
あ
る
な
ら

そ
の
予
算
あ
る
な
ら

福
祉
の
増
進
・
向
上
に

福
祉
の
増
進
・
向
上
に

　

私
た
ち
の
権
利
と
利
用
者

の
権
利
が
両
立
で
き
る
福
祉

職
場
に
す
る
た
め
に
、
職
員

配
置
基
準
の
引
き
上
げ
を
求

め
ま
す
。
引
き
上
げ
は
財
源

確
保
な
ど
を
理
由
に
見
送
ら

れ
て
き
ま
し
た
が
、
防
衛
費

を
５
年
間
で
倍
増
さ
せ
る
予

算
は
確
保
で
き
る
と
い
う
の

は
、
あ
ま
り
に
も
大
き
な
矛

盾
で
す
。

　

憲
法
25
条
に
も
と
づ
い

て
、
福
祉
の
増
進
・
向
上
に

責
任
を
持
つ
政
治
の
責
任

で
、
賃
上
げ
と
増
員
に
踏
み

出
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

ス
ト
ラ
イ
キ
権
確
立
を

ス
ト
ラ
イ
キ
権
確
立
を

背
景
に
賃
上
げ
・
増
員

背
景
に
賃
上
げ
・
増
員

の
施
策
実
現
を
迫
る

の
施
策
実
現
を
迫
る

　

月
額
４
・
８
万
円
、
時
間

額
３
０
０
円
以
上
の
賃
上
げ

な
ど
を
掲
げ
た
統
一
要
求
を

法
人
に
提
出
し
、
３
月
８
日

ま
で
に
回
答
を
引
き
出
し
ま

す
。
地
方
組
織
で
確
立
し
た

す
。
一
方
で
、
大
手
企
業
で

は
賃
上
げ
の
動
き
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
労
働
組
合
と
し

て
、
法
人
に
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

な
ど
の
経
営
者
責
任
を
果
た

す
よ
う
に
求
め
る
こ
と
が
、

今
ま
で
以
上
に
重
要
で
す
。

あ
わ
せ
て
、
政
府
に
賃
上
げ

施
策
の
実
現
を
迫
り
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
全
産
業
平

均
と
の
賃
金
格
差
は
さ
ら
に

大
き
く
な
り
、
福
祉
職
員
の

確
保
・
定
着
が
ま
す
ま
す
困

難
に
な
り
ま
す
。

基
本
給
ア
ッ
プ
に

基
本
給
ア
ッ
プ
に

つ
な
が
ら
な
い

つ
な
が
ら
な
い

「
９
千
円
賃
上
げ
」

「
９
千
円
賃
上
げ
」

　

昨
年
２
月
か
ら
実
施
さ
れ

た
保
育
や
介
護
な
ど
の
「
９

千
円
賃
上
げ
」
は
、
大
半
が

手
当
で
、
基
本
給
の
引
き
上

げ
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
せ

ん
。
ま
た
、
対
象
外
の
事
業

や
職
種
も
あ
り
、
分
断
も
生

ま
れ
て
い
ま
す
。
異
常
な
物

価
高
騰
の
影
響
を
受
け
、
生

活
は
厳
し
く
な
っ
て
い
ま

　３月９日、福祉保育労は、「黙ってられない！3.9福祉職員賃上げ
・増員アクション」を各地で展開します。とまらない物価高騰に対
し、ベースアップ（基本給の引き上げ）は欠かせません。また、職
員数を増やすための職員配置基準の引き上げは予定されていませ
ん。黙ってられない思いを、声にして実現を迫りましょう。

き
な
い
！
」
の
ワ
ッ
ペ
ン
シ

ー
ル
を
着
用
し
て
就
労
し
ま

し
ょ
う
。

黙
っ
て
ら
れ
な
い

黙
っ
て
ら
れ
な
い

福
祉
職
員
の
思
い
を

福
祉
職
員
の
思
い
を

行
動
に
つ
な
げ
よ
う

行
動
に
つ
な
げ
よ
う

　

感
染
防
止
対
策
を
し
つ

つ
、
職
場
や
地
域
で
プ
ラ
カ

ー
ド
の
掲
示
、
春
闘
チ
ラ
シ

の
配
布
＆
対
話
で
、
賃
上
げ

・
増
員
の
必
要
性
を
ア
ピ
ー

ル
し
ま
す
。
な
ぜ
福
祉
職
員

の
賃
上
げ
や
増
員
が
必
要
な

の
か
、
厳
し
い
実
態
と
改
善

の
必
要
性
を
て
い
ね
い
に
伝

　

９
日
の
「
黙
っ
て
ら
れ
な

い
！
３
・
９
福
祉
職
員
賃
上

げ
・
増
員
ア
ク
シ
ョ
ン
」
で

は
、
す
べ
て
の
地
方
組
織
と

職
場
・
分
会
で
、
創
意
工
夫

あ
ふ
れ
る
行
動
に
と
り
く
み

ま
す
。

　

職
場
・
分
会
で
は
、
３
月

２
日
の
政
府
交
渉
の
結
果
を

う
け
て
、
９
日
の
行
動
日
ま

で
に
職
場
ア
ピ
ー
ル
を
採
択

し
て
、
当
日
は
岸
田
首
相
と

厚
生
労
働
大
臣
あ
て
に
、
怒

り
の
声
を
書
き
添
え
て
Ｆ
Ａ

Ｘ
を
送
信
し
ま
す
。「
黙
っ

て
ら
れ
な
い
！
ガ
マ
ン
も
で

え
て
、
理
解
と
共
感
を
広
げ

ま
し
ょ
う
。

　

Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
で
は

「
＃
黙
っ
て
ら
れ
な
い
福
祉

職
員
の
声
」
な
ど
で
、
発
信

と
拡
散
を
広
げ
る
ア
ピ
ー
ル

を
展
開
し
ま
す
。

　

当
日
の
し
め
く
く
り
と
し

て
、
中
央
本
部
の
主
催
で
、

午
後
６
時
か
ら
１
時
間
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
組
合
員
む
け
の

報
告
・
決
起
集
会
を
開
催

し
、
各
地
の
行
動
の
様
子
や

反
響
を
共
有
し
ま
す
。
黙
っ

て
ら
れ
な
い
思
い
を
行
動
に

つ
な
げ
、
で
き
る
こ
と
を
や

り
き
り
ま
し
ょ
う
。

●スト権行使と連帯した行動を展開
● 朝・夕などに職場の前や都道府県
庁・駅頭・地域での宣伝
● 職場アピールの採択＆首相・厚生
労働大臣あてFAX送信
● 「＃黙ってられない福祉職員の
声」などでTwitter発信
● 18～19時　組合員むけオンライン
報告・決起集会

３月９日の主な行動内容３月９日の主な行動内容

黙ってら
れない　

思いを自
分の言葉

で

　広げる
んじゃよ

福祉職員の基本給ＵＰ＆増員を福祉職員の基本給ＵＰ＆増員を！！

３.９

「
賃
上
げ
も

「
賃
上
げ
も

増
員
も
必
要
で
す
」

増
員
も
必
要
で
す
」

黙
っ
て
ら
れ
な
い
福
祉
職
員
の
声

黙
っ
て
ら
れ
な
い
福
祉
職
員
の
声

３
月
２
日
の

３
月
２
日
の

　
　

政
府
交
渉
で
実
現
迫
る

　
　

政
府
交
渉
で
実
現
迫
る

33
月
９
日
は

月
９
日
は

　
　

ス
ト
を
含
め
た
統
一
行
動
へ

　
　

ス
ト
を
含
め
た
統
一
行
動
へ

職
場
ア
ピ
ー
ル
採
択
・
送
信

職
場
ア
ピ
ー
ル
採
択
・
送
信

　
　

ワ
ッ
ペ
ン
シ
ー
ル
就
労

　
　

ワ
ッ
ペ
ン
シ
ー
ル
就
労

職
場
・
地
域
で
の
宣
伝

職
場
・
地
域
で
の
宣
伝

　
　

Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
発
信
も

　
　

Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
発
信
も




